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組合員の皆様へ
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※ 採用後、配置転換・職種変更することがあります。
① 自筆履歴書（写真貼付：上半身・脱帽）
② 職歴のある方は職務経歴書（様式は自由）
（提出された個人情報は、採用目的以外には使用しません。）
１次審査　　応募書類による書類選考
　　　　　　　※選考後、応募書類は返却しません。
２次審査　　筆記試験（１次審査に合格した者のみ実施します）
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新年のご挨拶

「徳島・にし阿波」型 農福連携ブランド化推進

秋冬に行うジャンボタニシの防除対策

不要農薬・空容器・使用済み農業用廃プラスチック回収

ふれあい産直市情報・おすすめレシピ

ブロッコリーを作りませんか？

堆肥散布支援のご案内
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農業者年金で安心・豊かな老後を

JA共済アンパンマンこどもくらぶ

JA共済「来店・訪問」キャンペーン

JAバンクローンのご案内

移動金融店舗車（よりぞう号）・ATMのご案内

職員募集のお知らせ

「黄金の干し芋」　
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組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
新
し
い
年

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
に
お
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
深
い
ご
理
解
を
賜
り
、
ご

指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
令
和
三
年
度
の
事
業
を
遂
行
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て
も
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

尚
一
層
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
出
来
事
で
は
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
ま
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
明

け
暮
れ
た
一
年
で
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
緊
急
事
態
宣
言
」
も
第
五

波
ま
で
発
令
さ
れ
て
、
感
染
者
数
も
減
少
し
た
り
増
加
し
た
り
す
る
こ
と
の
繰
り
返
し
が
続

い
て
終
息
の
気
差
し
が
見
え
て
こ
な
い
状
況
で
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
」
の
接
種
状
況
は
二
回
目
接
種
の
接
種
率
は
徐
々
に
上
昇
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
三
回
目

の
接
種
の
必
要
性
も
検
討
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
年
延
期
と
な
り
ま
し
た
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
七
月
か
ら
八
月
に
渡
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
十
分
に
取
り
な
が
ら
、
全
世
界
の
選
手
が
熱
い
思
い
で
競
技
に
参
加
し

て
、
観
戦
し
た
人
も
、
日
本
選
手
を
は
じ
め
と
す
る
全
選
手
に
熱
い
声
援
を
送
る
中
で
無
事

成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
通
じ
て
全
世
界
で
戦
争
や
紛
争
の
な
い
平
和
で
明
る
い
社
会

を
築
い
て
、
全
て
の
国
で
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

阿
波
み
よ
し
農
業
協
同
組
合

大
西  

常
夫

代
表
理
事
組
合
長

　
農
業
や
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
少
子
高
齢
化
や
農
業
従
事
者

の
減
少
及
び
担
い
手
不
足
等
の
要
因
か
ら
、
生
産
基
盤
は
減
退
の
傾
向
と
な
り
、
厳
し
さ
が

増
し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
行
政
機
関
等
と
綿
密
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
の
実
態
に
則
し
た
、
地
域
農
業
の
確
立
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
農
業

の
実
現
に
邁
進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
Ｊ
Ａ
経
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
引
く
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
影
響
に
よ
る
信
用

事
業
環
境
の
悪
化
等
に
よ
り
Ｊ
Ａ
経
営
収
支
の
改
善
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
令
和
四
年
三
月
末
決
算
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
版
早
期
警
戒
制
度
の
適
用
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
Ｊ
Ａ
経
営
者
自
ら
が
経
営
方
針
や
経
営
内
容
、
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
行
政
庁

に
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
強
化
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
日
本
銀
行
は
地
域
金
融
機
関
の
経
営
基
盤
強
化

を
後
押
し
す
る
「
特
別
当
座
預
金
制
度
（
上
乗
せ
金
利
・
年
プ
ラ
ス
〇
・
一
％
）
」
を
創
設

し
、
Ｊ
Ａ
に
も
適
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
本
措
置
は
、
三
年
間
の
時
限
措
置
で
あ
り
、

そ
の
適
用
要
件
に
は
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
令
和
五
年
三
月
末
ま
で
に
経
営
統
合
等

（
合
併
）
を
行
う
旨
の
総
会
決
議
を
行
う
こ
と
等
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
県
下
十
三
Ｊ
Ａ
で
、
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
、
強
化
対
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
方
策
と

し
て
「
県
域
統
合
Ｊ
Ａ
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
ま
し
て
県
下

九
Ｊ
Ａ
参
加
の
も
と
に
十
月
四
日
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
徳
島
合
併
協
議
会
」
が
発
足
致
し
ま
し

た
。
当
Ｊ
Ａ
も
こ
の
協
議
会
に
参
加
し
て
、
令
和
六
年
四
月
一
日
に
発
足
予
定
の
県
下
統
合

Ｊ
Ａ
に
参
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
厳
し
い
Ｊ
Ａ
経
営
を
考
慮
し
た

上
で
の
決
断
で
あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
は
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
少
し
で
も
対
応
で
き
ま
す
よ
う
役
職
員
一

同
で
取
り
組
み
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
尚
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
と
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
と
す
る
ご
家
族
ご
一
同
様
の
ご
健

康
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

 

渡
辺

　敏
之

会
長

Ｊ
Ａ
阿
波
み
よ
し
年
金
友
の
会  

連
絡
協
議
会

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　
年
金
友
の
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
元
気
で
新
し
い
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
年
金
友
の
会
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
有
り
難
う

御
座
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昨
今
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
年
金
友
の
会
の
ほ
と

ん
ど
の
行
事
、
活
動
が
中
止
と
な
っ
た
中
、
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
運

営
協
議
会
、
連
絡
協
議
会
総
会
、
池
田
運
営
協
議
会
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
の
開
催
の
み
と
な
っ
て
し
ま
い
誠
に
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
四
千
名
を
超
え
る
会
員
数
を
維
持
す

る
事
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
一
重
に
皆
様
方
の
御
支
援
の
賜
物

と
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
尚
、
本
年
は
、
年
金
友
の
会
で
の
各
行
事
、
活
動
ま
た
各
支
部
で
行
う

旅
行
、
イ
ベ
ン
ト
が
沢
山
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
元
気
で
行
え
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
　
ま
た
、
会
員
獲
得
に
向
け
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
り
行
事
、
活
動
に
ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
阿
波
み
よ
し
年
金
友
の
会

　
　
　
　
　
　
連
絡
協
役
員

新
年
の
ご
挨
拶

川
原

　ヤ
ヨ
イ

部
長

J
A
阿
波
み
よ
し  

女
性
部

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
平
素
は
女
性
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
Ｊ
Ａ
阿
波
み
よ
し
の
組
合
員
の

皆
様
に
は
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
に
続
き
、
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
大
き
な
影
響
を
与

え
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
月
に
入
り
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣

言
が
解
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ひ
と
ま
ず
安
堵
し
た
方
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
阿
波
み
よ
し
女
性
部
と
し
て
の
活
動
は
、
自
粛
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
女
性
部
長
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ａ
徳
島
女
性

組
織
協
議
会
の
方
で
は
、
昨
年
も
あ
る
程
度
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
特
に
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
十
月
に
は
二
年
に
一
度
の
Ｊ
Ａ
徳
島

女
性
大
会
が
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
て
、
二
名

の
女
性
部
員
と
一
名
の
担
当
者
と
と
も
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
記
念
講
演
と
し
て
「
徳
島
食
材
の
さ
ら
な
る
魅
力
を
発
信
」
と
い

う
題
目
で
、
藍
住
町
出
身
で
内
閣
官
房
東
京
オ
リ
パ
ラ
推
進
本
部
事
務
局

の
企
画
推
進
統
括
官
を
務
め
て
い
た
勝
野
美
江
氏
が
、
東
京
大
会
を
振
り

返
り
な
が
ら
最
前
線
の
食
材
や
飲
食
に
関
す
る
お
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、

大
変
興
味
深
く
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
験
を
活
か
し
て
、
今
後
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
年
始
に
当
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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岡
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■石灰窒素の農薬成分（シアナミド）が抜群の殺貝効果を発揮します。
■圃場が乾けば即耕運してください。稲わらを腐熟します。

■水をしっかりためる→浅水だと農薬成分が広がりません。
■10月末までに処理する→寒くなるとジャンボタニシは土の中に潜ってしまうので効果が発揮できません。

　　　　　　　で
ジャンボタニシが駆除できます

【作業手順例】（品種別の作業目安にしてください）

【効果を高めるポイント】

＊石灰窒素を散布するとき隣接する作物への飛散に注意してください。
＊石灰窒素散布後は水尻をしっかり止め、かけ渡しはしないでください。
＊散布後24時間以内は飲酒しないでください。

【石灰窒素散布上の注意事項】

◎ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）の防除を
目的として椿油かすを使用することは農薬取
締法違反となります。
→石灰窒素等の登録資材で正しく防除しましょう！

【ジャンボタニシ防除に関する注意事項】

石灰窒素

ヒノヒカリ
あきさかり
作業

備考

10／5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日以降
9／20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日以降
稲刈 水をためる 散布 湛水をキープ 自然の減水・耕運

 

深水５㎝以上
最低２日間

水を張った状態をキープ 強制落水をせず自然減水を待って
ください。圃場が乾けば即耕運　

石灰窒素
10㎏

＋稲わらの腐熟促進効果

【秋冬編】ジャンボタニシの防除対策（移植水稲）

JA／JAグループ　　　製造：Denka

秋冬期には、以下の防除対策を実施し、越冬個体数を減らすことが重要です。

○秋期の石灰窒素（発生量が多い場合に実施）
　殺貝効果のある石灰窒素を散布。
いつ・どのように

留意事項

・水温が17℃以上の時期に、３～４日間湛水を保った後、石灰窒素を散布。
・魚毒性が高いため、田面水は水路に流さず自然落水させる。
・窒素成分を多くい含むため、次作の施肥量を減らす調節が必要。

○冬期の水路の泥上げ（発生量が多い場合に実施）
　越冬場所をなくし越冬個体を寒風にさらすため、水路の泥上げを地域全体で行う。
いつ・どのように

留意事項

・殺貝効果が高まる厳寒期（１～２月）に実施。
・掘り上げた泥は、未発生ほ場に持ち込まない。

○冬期の耕うん（発生している場合に必ず実施）
　物理的な破砕を行うとともに貝を厳寒期の寒風にさらす。
いつ・どのように

留意事項

・土壌が乾燥して固い厳寒期（１～２月）に、トラクターの走行速度を遅く、
PTO回転を速く（ロータリーの回転を速く）し、土壌を細かく砕くように耕うん。
・未発生ほ場への貝の持ち込みを防止するた、使用後のトラクターに付着した泥を洗浄。

○春夏期の防除
　対策として、

田植え前まで：取水口・排水口への網の設置、春期の石灰窒素
田植え時から：浅水管理、薬剤散布　などを組み合わせて実施しましょう。

「徳島・にし阿波」型農福連携ブランド化の推進
―― 東みよし町農福コンソーシアムの設立 ――

　徳島県の委託を受けて、当JAでは農業者の高齢化や担い手不足等の影響を受け低迷している中山間地域の
農業の活性化を図るため、農業・福祉の連携を図り「障がい者」の農業参画や６次産業化への取り組みを進め
るための事業に着手しています。
　JAでは推進組織として、県下ではじ
めて東みよし町の社会福祉法人２団体
の参加を得て「東みよし町農福連携コ
ンソーシアム」を設立しました。
　この組織では、県から委託された「農
福連携ブランド化の取り組みモデル」と
しては、JAの出資会社JAアグリみよし
株式会社で栽培するカットネギと６次産
業化推進のために立ち上げたJA阿波み
よしふれあい産直市農業加工所を活用
し、社会福祉法人においては、利用者の
仕事づくりとしてJAのリースハウスでの
苗の育苗やJAから購入していただいた
ネギスライサーや食品乾燥機を使ったネ
ギの乾燥作業を担当していただくなど一
連の作業体系を組み立て、農福連携に
よる「乾燥ネギ販売」という新たな商品
生産販売システムの確立を図る「ネギプ
ロジェクト」に取り組んでいます。
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　使用期限の切れた農薬、廃棄したい農薬及び農薬付着容器の一斉回収を有料で行います。
（袋込みの重量で1kgあたり税込み165円）
　ダンボールまたはポリ袋に封入のうえ、内容物がこぼれないよう蓋をしっかり閉めて持ち込
むようにお願いします。
　なお、申込期日、回収日及び回収場所は下記のとおりです。

　農家の皆さまが排出する塩ビやポリマルチは「産業廃棄物」です。野焼き、不法投棄は法律で
厳しく制限されています。
　三好地区廃プラスチック協議会で廃プラスチック類の回収を有料で行います。
（農ポリ類・塩ビ類は1kgあたり税込み35円、アゼナミは1kgあたり税込み235円）
　なお、申込期日、回収日及び回収場所は下記のとおりです。
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ふれあい産直市おすすめレシピ

材料―――――――――――――
源平いも･･････････１kg( 一袋 )
ニンニク･･････････適量
生姜･･････････････適量
赤味噌
（なければ味噌）････大２
砂糖･･････････････大２
みりん････････････大１
酒････････････････大２

味
噌
だ
れ

作り方――――――――――――――――
1. 鍋に源平いもと水を入れ30分程度塩茹
でし、茹で上がったら蒸らし、冷めたら
皮を剥く

2. 味噌・砂糖・みりん・酒を混ぜて味噌だ
れを作る（好みで変更してください）

3. 多めの油で源平いもを炒め、すりおろし
たニンニクと生姜を加える

4. 焼き色が付いたら味噌だれを回しいれる

材料――――――――――――
干し芋････････････500ｇ
水････････････････400mℓ
砂糖･･････････････大２
小豆缶････････････200ｇ

作り方――――――――――――――――
1. 干し芋を食べやすい大きさに切る
2. 鍋に水と干し芋を入れて煮る
3. 干し芋が柔らかくなったら砂糖を入れる
4. 砂糖を入れしばらく煮詰め、水が少なく
なったら小豆缶を混ぜ入れ、少し煮詰め
る

5. さらに水が少なくとろみが出たら火を止
め、余熱で芋に汁気を吸収させる

※干し芋の硬さに応じて水を調整してください

※皮付きの場合は茹でずに少量の油で
じっくり炒めて、ニンニクと生姜を
加え味噌だれをいれてください

JA阿波みよしふれあい産直市
TEL : 0883－82－1300

営業時間　9：00～ 18：00
定　休　日　毎月第2第4火曜日

ふれあい産直市で
は、地域の農産物や
加工食品を販売しており
ます。

　また、産直市会員も随時募集
しております。産直市会員に
なると産直市に農産物等の出
荷が出来ます。少量 ( 家庭菜
園 )の出品もできますので、
お気軽にお問い合わせ
　ください。

公式アカウント始めました公式アカウント始めました公式アカウント始めました
ＱＲで簡単フォローＱＲで簡単フォロー

イベント情報（情報は過去のものです） 更新例

LINE公式アカウント
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◎農業に従事する方の老後の安心に役立ちます。
　国民年金　＋　農業者年金
◎こんな方が加入できます。
　①国民年金第1号被保険者　②年間60日以上農業に従事　③20歳以上60歳未満の方

◎積立方式だから自分がかけた金額は年金として生涯もらえます。
　（仮に80歳前に亡くなった場合でも、死亡一時金が遺族に支給されます。）

◎保険料はいつでも変更できます。　月々2万円から6万7千円まで
◎支払った保険料は全額社会保険料控除となり、所得税や住民税等の節税になります。
◎政策支援（保険料の国庫補助）が受けられます。
　例：認定農業者等の青色申告者で35歳未満の人は10,000円（5割）補助

農業者年金で安心・豊かな老後を農業者年金で安心・豊かな老後を
～農業者の老後は国民年金だけでは不安です～

２
０
２
２
年

１
月
１
日
以
降

２
０
２
２
年

４
月
１
日
以
降

２
０
２
２
年

５
月
１
日
以
降

☆上記農業者年金制度が 2022年から一部改正されます☆

加入の申し込みやご相談はＪＡ各支店または農業委員会までお問い合わせください。

〇35歳未満で要件を満たす通常加入の方の保険料納付下限額が2万円から1万円
に引き下げられます　　　　　　　　　　　　　　　　
※次の①～⑤のいずれにも該当しない方が対象
①　認定農業者かつ青色申告者
②　認定新規就農者かつ青色申告者
③　①または②の者と家族経営協定を締結し経営に参画している配偶者または直系卑属
④　認定農業者または青色申告者
⑤　①または②以外の農業を営む者の直系卑属で、その農業に常時従事する後継者

〇農業者年金の受給開始時期が選択できるようになります
※1957年4月2日以降に生まれた方が対象

・農業者老齢年金は、65歳以上75歳未満の間で受給時期を選択すること
ができるようになります。（裁定請求せずに75歳に達した場合は、75歳から年金を受給
することになります）

・特例付加年金は、受給要件を満たしていればいつでも受給時期を選択する
ことができるようになります。なお、農業者老齢年金とは異なり受給開始年齢の上限
はありません。

〇農業者年金の加入可能年齢の上限が引き上げられます

・農業者年金に加入できる年齢が、「20歳以上60歳未満」から「20歳以上65
歳未満」に引き上げられます。（ただし、国民年金加入者で農業に従事【年間60日以上】
している方に限ります）

堆肥散布支援のご案内

※面積の目安は10aです。
※堆肥を散布する事により、施肥改善（土作り）になります。
※日時については、圃場条件・天候により、変更して頂く場合が
あります。

■お問い合わせ先
営農経済部　TEL：0883-79-5389

■お問い合わせ先

三好農業支援センター
　TEL：0883-76-0696

営農経済部 営農センター
　TEL：0883-76-1255

単　位

2トン

2トン

備　　考基本料金

8,000円

10,000円

圃場へ堆肥を1ヵ所降ろしです。

圃場へ堆肥を散布します。

作業区分

堆 肥 圃 場

堆 肥 散 布

ブロッコリーを作りませんか？

作 型

年内どり

冬 ど り

春 ど り

７月 ８月 ９月 10月11月12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

　管内では部会員約 40戸がブロッコリーを栽培し、10月～６月の間

京阪神を中心に出荷しています。

　ブロッコリーは主に水稲の裏作として栽培しますが、作型の組み合わせにより、同じ圃場で年２回の

収穫が可能な野菜です。また定植については、ＪＡで半自動定植機のレンタルを行っており、栽培の省

力化、面積の拡大ができます。さらにブロッコリーの増収・増反を図るため、１カ所２本植えや密植栽培、

初夏どりについても検討しており、秋～春の野菜として栽培を推進しています。
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Nintendo Switchの ロ ゴ ・ Nintendo Switchは任天堂の商標です。

JA阿
波み
よし

会員募集！
　出生・育児に関する社会貢献、地域貢献活動を通じ
生まれてくる子供とそのお母さんを応援しています。

　こどもくらぶ会員様イベントとし、｢こども｣の、かわいく、たのしく、こころあたたまる写真を募集しました。
たくさんの会員様からの応募をいただき、審査の結果、下記作品が《こどもくらぶ賞》を受賞されました。

　JA阿波みよし管内に在住または在勤もしくは実家がある方で、現在妊娠中の方、4歳未満の
お子様がいらっしゃる方（募集期間内に4歳を迎えるお子様を含む）

対象者（入会資格）

令和3年4月1日～令和4年3月31日
（定員100名になり次第に終了）

会員募集期間

無料
会　費

JA阿波みよし
　金融共済部
　三好支店
　三加茂支店
　池田支店

79－5388
79－3122
82－2326
72－0139

TEL
TEL
TEL
TEL

お問い合わせ先

JA
共済ア

ンパンマンこどもくらぶJA
共済ア

ンパンマンこどもくらぶ会員募集！

❶こどもくらぶ会員証の発行
❷出産祝いのプレゼント（アンパンマンアルバム）
❸誕生日のお祝いプレゼント（アンパンマングッズ）

❹会員向けイベントへのご招待
❺JAのサービス情報の提供

会員様特典がいっぱい

「HAPPY HALLOWEEN」

令和3年度 こどもくらぶ会員向けイベントこどもくらぶ会員向けイベント
R3こどもくらぶ｢こどもコスプレ写真コンクール｣入賞作品

令和3年度第２回第２回
R3こどもくらぶ｢こどもコスプレ写真コンクール｣入賞作品

こどもくらぶ
賞

12 11



吉野川

えぐちみかもあわかも

吉野川SA 

池田P
A

192

32

32

319

つじ
つくだ

あわいけだ

み
な
わ

はしく
ら

いやぐち

あわかわくち

至 善通寺

三野ATMコーナー

三加茂支店ATM

三好支店ATM

池田支店ATM

管内ATM設置場所

山城ATMコーナー

あわいけだ

移動金融店舗車（よりぞう号）元気に運行中！

キャッシュコーナー（ATM）の設置場所及びご利用時間（ご案内）

金融窓口業務を下記の場所に巡回してお取り扱いしています。
お近くの方は是非ご利用下さい。

※巡回運行日が祝日の場合は運休になります。（運行スケジュール表でご確認ください。）
※大規模災害等が発生し派遣要請があった場合は被災地対応（支援）を優先することがあります。
※気象条件や道路事情等により運行を中止または変更することがあります。
※取扱業務等詳しくは、各支店にお問い合わせ下さい。

※JAバンクのキャッシャカードで、全国の JAバンクのATMをご利用の場合、入出金手数料は無料です。
※お取引状況に応じ、提携ATM（コンビニ系ATM、ゆうちょ銀行ATM）をご利用の場合も入出金手数料が無料になります。
　（但し、毎月所定の回数まで）

巡回運行日

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

　　　巡　回　場　所

旧　三　野　支　店（三野町太刀野）

山　城　集　荷　場（山城町岩戸）

白　　銀　　荘　　前（井川町井内東）

旧　　辻　　支　　所（JR 佃駅東）

旧馬路給油所（池田町馬路）

　　　　ATM 設置場所

三　好　支　店（支店前県道沿）

三加茂支店（店舗内）

旧三野支店（ATM コーナー）

池　田　支　店（店舗内）

旧山城支店（ATM コーナー）

平日

8:45 ～ 21:00

8:45 ～ 18:00

8:45 ～ 18:00

8:45 ～ 21:00

8:45 ～ 18:00

土・日・祝日

9:00 ～ 17:00

9:00 ～ 17:00

9:00 ～ 17:00

9:00 ～ 17:00

9:00 ～ 17:00

　　　　所在地

三好郡東みよし町昼間

三好郡東みよし町加茂

三好市三野町太刀野

三好市池田町マチ

三好市山城町大川持

お取り扱い時間

10:00 ～ 14:30

10:00 ～ 14:30

10:00 ～ 12:00

13:00 ～ 14:30

10:00 ～ 14:30

ローンの相談はJAへ

アグリマイティ―資金
軽トラックや農機具等の購入に利用でき、
実質金利が大変お得なローンです。

（別途所定の保証料が必要です）
0.20％（固定金利）実質金利 年

住 宅 ロ ー ン
住宅の新築・住宅ローンの借換・中古住宅
購入リフォーム等に対応できます。
※現在お借り入れ中のマイカーローン等を
　住宅ローンにおまとめができます。

※正組合員様がご対象です。

（別途所定の保証料が必要です）
0.85％（固定金利）当初適用金利 年

マ イ カ ー ロ ー ン
自動車やバイクの購入等に
ご利用いただけます。

（別途所定の保証料が必要です）
1.0％（固定金利）年

そ の 他 ロ ー ン
・あらゆる教育資金に対応が可能な教育ローン

・自由に使えるフリーローン

・さまざまな目的に対応できる多目的ローン

・住宅の増改築にリフォームローン

・いざという時の出費にそなえるカードローン

●令和３年11月10日現在の金利です。
●適用金利は金融情勢の変化により見直しさせていただく場合があります。
●各種金利は、金利引き下げ条件を満たしたものです。
　（金利引き下げ条件については各支店か金融業務課までお問い合わせください。）
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